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正面
出入口

宇治キャンパス・マップ

レーザー科学棟

イオン線形加速器棟

生物工学ラボラトリー 本　館

極低温超高分解能電子顕微鏡室

超高分解能分光型電子顕微鏡棟

共同研究棟

極低温物性化学実験室

総合研究実験棟
バイオインフォマティクスセンター
化学研究所担当事務室（4階）

核酸情報解析棟
元素科学
国際研究センター

附属図書館
宇治分館（1階）

先端ビームナノ科学センター

先端ビームナノ科学センター

先端ビーム
ナノ科学センター

先端ビーム
ナノ科学センター

宇治キャンパス・マップ
極低
先

Uji Campus Map
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共通機器室

超遠心機室

実験排水処理施設

コンビニ,
レストラン
「きはだ」

生協食堂

N棟5階会議室
（N-531C） 
受付会場
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ICP-MS Perkin Elmer Elan DRCII GC-MS Thermo Quest Trace 
DSQ Hitachi LaChrom Elite  
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DNA RNA 
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PCR Polymerase  Chain  Reaction)  DNA
ABI PRISM 377 DNA Sequencer PERKIN ELMER

 
 

NMR 800MHz NMR   
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pH

1

pH pH

1

pH

pH pH

pH

pH

ICP-MS

GC-MS

As Se 1,1,-

1,2- 1,3-

1,1,2- 11 GC-MS

ICP-MS

As Se

DRC ICP-MS Elan DRCII Perkin 

Elmer 2 DRC

Ar
36Ar36Ar 36Ar40Ar 38Ar40Ar 40Ar40Ar 40Ar35Cl

NH3

m/z

Fe Ca ppb As Se

1  

2 ICP-MS Elan DRCII Perkin 

Elmer
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GC-MS

11

GC-MS Trace DSQ Thermo Quest 3

GC

ng fg

1

S2- I-

2

LaChrom

Hitachi 4

1 mmol/l

T/

4- Na 3-

-1- -5-

UV-VIS 638 nm ppb CN

1 mmol/l

1 T pH 7.5

4- Na 3- -1- -5-

P

3 GC-MS Trace DSQ Thermo Quest

4 Hitachi LaChrom Elite

P

1

P

1 2

2

P

UV-VIS

638 nm

40 100

PPP

1

P

1

PPP

11 22

2

P

2

PPP

UV-VIS

638 nm

40 100
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45 3 mg/l

380 mg/l 0.06 mg/l

5 9 0.02 mg/l

600 mg/l 0.06 mg/l

600 mg/l 0.03 mg/l

5 mg/l 0.2 mg/l

30 mg/l 0.1 mg/l

240 mg/l 0.1 mg/l

32 mg/l 1 mg/l

220 mg/l 3 mg/l

0.05 mg/l 5 mg/l

0.5 mg/l 10 mg/l

0.5 mg/l 10 mg/l

0.1 mg/l 2 mg/l

0.25 mg/l 8 mg/l

0.1 mg/l 2 mg/l

0.005 mg/l 10 mg/l

0.003 mg/l

0.3 mg/l

0.1 mg/l

0.2 mg/l

0.02 mg/l

0.04 mg/l *

0.2 mg/l

0.4 mg/l

*

*

1,1,1-

1,1,2-

1,3-

*

*

*

-1,2-

1,2-

1,1-

PCB

 
 
 

 
CN

S2O3
2- 0.5 mg/l 0.0094

S2O3
2- 5 mg/l 0.051

S2O3
2- 10 mg/l 0.096

I- 0.5 mg/l 0.165

I- 5 mg/l 1.15

I- 10 mg/l 1.95
S2- 0.5 mg/l 1.64
S2- 5 mg/l 16
S2- 10 mg/l 30  

 

1

2 CN

CN
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CN 2000 ng/l 2007 11 1 11:30

CN-

•

•
•
•

•
•

•

•

•
•
•

• CN

CN
• CN-

• CN-

• CN-

S2- 0.16 mg/l

• 100 g 75 ml
• 50 g 57 ml
• 50 g 31 ml
• 10 g 6.3 ml
• 25 g
• 2.5 g

CN CN-

CN-

HPLC CN

P

1

P

1 2

2

P

UV-VIS

638 nm

40 100

pH
15

pH

A A 500 m3

B B 500 m3

2 1

pH 1

1 NaCl GC-MS

1
pH CN-

1

ICP-MS ICP-AES CV-AAS

3

•1,1-
•
•cis-1,2-
•1,1,1-
•
•

•1,2-
•
•1,3-
•1,1,2-
•

As Se
ICP-MS

B P Cr Mn Fe
Ni Cu Zn Cd Pb

ICP-AES
Hg Hg

CV-AAS

GC-MS

• CN- CN
• CN- CN

CN

CN

CN y = 21.573x
R2 = 1

0
20000
40000
60000

0 500 1000 1500 2000 2500

CN , ng/l

45

380 mg/l

5 9

600 mg/l

600 mg/l

5 mg/l

30 mg/l

240 mg/l

32 mg/l

220 mg/l

0.05 mg/l

0.5 mg/l

0.5 mg/l

0.1 mg/l

0.25 mg/l

0.1 mg/l

0.005 mg/l

0.003 mg/l

0.3 mg/l

0.1 mg/l

0.2 mg/l

0.02 mg/l

0.04 mg/l

0.2 mg/l

0.4 mg/l

3 mg/l

0.06 mg/l

0.02 mg/l

0.06 mg/l

0.03 mg/l

0.2 mg/l

0.1 mg/l

0.1 mg/l

*

*

*

-1,2-

1,1,1-

1,1,2-

1,3-

1,2-

1,1-

PCB

1 mg/l

3 mg/l

5 mg/l

10 mg/l

10 mg/l

2 mg/l

8 mg/l

2 mg/l

10 mg/l

*

*

*

*

I- S2-

CN-

*CN-

CN

S2O3
2- 0.5 mg/l 0.0094 mg/l

S2O3
2- 5 mg/l 0.051 mg/l

S2O3
2- 10 mg/l 0.096mg/l

I- 0.5 mg/l 0.165 mg/l

I- 5 mg/l 1.15 mg/l

I- 10 mg/l 1.95 mg/l

S2- 0.5 mg/l 1.64 mg/l
S2- 5 mg/l 16 mg/l
S2- 10 mg/l 30 mg/l

1 mmol/l
1 T pH 7.5
2 4- Na 3- -1- -5- 

,
mg/l

,
mg/l

2007/11/1 11:30 0.29 0.0015 0.3
2008/7/9 6:50 0.84 0.0005 0.1
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低温物質科学研究センター　宇治地区寒剤供給部
宇治キャンパスの研究用寒剤　液体ヘリウム・液体窒素の供給を行っています

極低温の寒剤
　　　絶対温度は摂氏 -273.15℃を 0K として、単位は K(ケルビン)であらわします。
　　　液体ヘリウムは沸点 4.22K (-268.93℃)、液体窒素は沸点 77.35K(-195.80℃) 
の液体で、
　　　極低温での実験を行うことが出来ます。
　　　極低温では様々な現象が現れます。この効果を研究に利用しています。
　　　この効果を利用するために液体ヘリウム、液体窒素は必要不可欠な寒剤です。

極低温の効果と研究への利用
　　　気体の液化　　　　　　　：極低温度での実験（液体ヘリウム、液体窒素）
　　　気体の固化と吸着　　　　：高真空の生成
　　　熱雑音の減少　　　　　　：物性測定、高感度センサー
　　　量子現象の出現　　　　　：超伝導磁石、超伝導センサー、1/1000K の温度での測定
　　　反応速度や拡散速度の低下：物性測定、試料の保存、反応速度の制御
　　　生体活動の停止　　　　　：凍結固定による生物試料の観察、保存

　 　　 　液体窒素の供給
液体窒素は写真の 8800リットルのタンク
に常時貯蔵しています。
このタンクから小型の真空断熱容器に小分
けして、研究室に供給しています。

　 　　　　　 　　　　ヘリウムの液化と供給
ヘリウムガスはヘリウム液化装置で -296.15℃(4.21K) まで冷やされ液化します。
圧縮機で圧縮されたヘリウムガスは最初に液体窒素で約90K まで冷やされます。
次に膨張タービンと熱交換器により 7K まで冷やされ、ジュール・トムソン弁で
膨張させて 4.4K まで冷やすことにより液化します。
液化されたヘリウムは 4000リットルのタンク(下の写真)に常時貯蔵しています。ここから
小口容器(100リットル,50リットル)(右下の写真)に小分けして研究室に供給しています。

液体ヘリウム年間供給量の推移

40,000

20,000

0
1970 2010

liter/year

year

　 　　　　　　 　ヘリウムリサイクルシステム
宇治キャンパスでは、液化設備とキャンパス内の実験室の間にヘリウムガス
回収配管を設置しています。実験に使用された後、蒸発したヘリウムガスは
この配管を通り回収されます。
回収したヘリウムガスは、左の図のヘリウムリサイクルシステムでリサイクル
を行います。回収されたヘリウムガスは回収高圧圧縮機で150気圧まで圧縮され
ヘリウムガス貯槽に貯蔵されます。このヘリウムガスは空気などの不純物を
含むため、液化装置で不純物を取り除いた後に再液化して供給されます。
貴重な資源であるヘリウムを効率良く再利用しています。

　 　　　  国内の極低温の歴史
・1902   東北大学　　　　空気液化機導入
・1930　東北大学・金研　水素液化機導入
・1952　東北大学・金研　ヘリウム液化機導入
・1958　東京大学・物性研ヘリウム液化機導入
・1962　京都大学・吉田　ヘリウム液化機導入
・　　　  大阪大学　　　　ヘリウム液化機導入
・1970　京都大学・宇治　ヘリウム液化機導入

　　　ヘリウム液化装置
（ヘリウムガスの精製、液化）

液体ヘリウム
4000Ｌ貯槽

ヘリウムガス貯槽（ボンベ536本分）

回収高圧圧縮機

LHe

LHe

実験装置

ヘリウムガス回収配管
　（大気圧）

ヘリウムガスホルダー

ヘリウムリサイクルシステム

150気圧

液体ヘリウム

ヘリウムガス

蒸発

液体ヘリウム
小口容器

ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス

液化用圧縮機(黄色)、
回収用高圧圧縮機(手前)

ヘリウムガス貯槽(3940Nm  )3
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研究領域

教授:    助教:   技術職員: 

研究員: 1名  博士課程:

Taniguchi et al. Planta. 231, 491-497 (2010) 
Dello Ioio, Nakamura et al. Science 322, 1380-1384 (2008) 
Kusano et al. Plant Cell 20, 367-380 (2008)  
Menon, Tsuge et al. BMC Biochem. 9, 1 (2008) 
Imai et al. Plant Cell 18, 382-396 (2006)

TEL: 0774-38-3262 
e-mail: aoyama@scl.kyoto-u.ac.jp tsuge@molbio.kuicr.kyoto-u.ac.jp 
Aoyama lab. homepage: http://molbio.kuicr.kyoto-u.ac.jp/mbl/index.html
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DNA DNA

1 DNA

2 3 -OH 15

3 dNTP ddNTP

4 dNTP 4 ddNTP
DNA

DNA 3 OH dNTP
ddNTP dNTP

DNA

TCGTTATATCCGTACGTGG
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1,000
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CHN , , ,

Sarutorius supermicro S4 4020mg , 0.1 g

Mettler toledo UMX2       2100mg , 0.1 g

CHN Yanaco CHN corder MT-5

J.Sience Lab. Microdorder JM10

XS-100

1982 57 CHN Yanaco CHN corder MT-3
1991 3 Yanaco CHN corder MT-5

Yanaco CHN corder MT-3
2003 15 J.Sience Lab. Micro corder JM10
2004 16 XS-100
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CHN

2mg He

950 5
(CO2, H2O, NOx)

NOx N2

3
-

3 He

3

2mg
He

1050
COx

CO2

CHN

2mg He 900 1000
O2

SO2 , SO3 SO4
2-

HX , X2 X-

AQF-100
DIONEX ICS-1500 SRS

DIONEX Ion Pac AS12A F , Cl , Br , S
DIONEX Ion Pac AS1 ( F , Br , I 

Yanaco CHN corder MT-5 J.Sience Lab. Micro corder JM10

XS-100
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Glove box

Glove bag
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(Analytical Ultracentrifuge)

Svedberg,1884 1971,

1926
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Beckman Model E

•

800 68,000
5 40
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362012年2月

所長任期満了にあたって
所長　時任 宣博

ICR NEWS
バイオインフォマティクスセンター10周年
教授　馬見塚 拓
新スーパーコンピュータ システム導入
准教授　五斗　進
化学研究所 若手研究者国際短期派遣事業
　　　　　 若手研究者国際短期受入事業を開始
副所長　渡辺　宏
共同利用・共同研究拠点 2011年活動報告

1～2

3

3

4

4

研究ハイライト
フラーレン内部に水を閉じ込めることに成功－水素結合をもたない水単分子の生成－
教授　村田 靖次郎 

高度に制御されたイオン伝導ネットワークチャネル 
－コロイド結晶型固体電解質を開発 安全な高電圧リチウムイオン電池が可能に－
教授　辻井 敬亘

シクロパラフェニレンの合成と物性
教授　山子　茂

人工超格子での酸素イオン拡散の制御に成功
－固体燃料電池や酸素貯蔵材料の開発へ向けた新展開－ 
教授　島川 祐一

固体素子を用いた「衝突実験」：近藤効果による電子散乱過程の解明 
准教授　小林 研介

研究トピックス　JSTさきがけプロジェクト
DFT計算を駆使した 軌道の精密制御に基づく有機色素材料の開発
准教授　若宮 淳志

電界による磁化スイッチングの実現と、ナノスケールの磁気メモリの書込み手法への応用
助教　千葉 大地

新任教員紹介

化学研究所のアウトリーチ活動

碧水会便り
定期役員会・涼風コンサート・涼飲会を開催
会員のひろば　　谷 信三・東　正樹・三戸 彩絵子　
第2回 京都大学風景写真コンテスト　ホームカミングデイ写真展の開催

掲示板

化研点描
日常生活につながる科学を　教授　金久　實　 

裏表紙

12
13～15

16～22

5

6

7

9

10

10

8

11
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化研若手の会
　平成23年7月5日に化学研究所本館5階会議室において、第16回化
研若手の会が開催されました。講演会には大学院生を含め30名以上
が参加し、活発な意見交換がなされました。また、講演会後の懇親会
は、異なる分野の参加者が親交を深める貴重な場となりました。
                                                                             （第16回世話役：正井 博和）                                          

2011年
7月5日(火)

於：
化学研究所
本館N棟5階会議室
（N-531C）

太野垣 健 准教授 
（元素科学国際研究センター 光ナノ量子元素科学）

「ナノ構造半導体の光物性：高密度光励起状態について」

中島 裕美子 助教 
（元素科学国際研究センター 遷移金属錯体化学）

「ビス(ホスファエテニル)ピリジン配位子を有する
3d遷移金属錯体の化学」

▲寺西 利治 教授
長谷川 健 教授

平成23年度 その他の受託研究・事業

永久磁石の加速器への応用：主としてPM Klystronへの
展開及びILC最終集束レンズ開発
●大学等連携支援事業

加速器科学総合支援事業

准教授

岩下 芳久

戦略的創造研究推進事業（CREST）

集光型ヘテロ構造太陽電池における非輻射再結合損失の
評価と制御
分子性金属種の解析手法の開発、ニッケル触媒の設計指針の
確立と特異的な反応開発、および超分子反応場の構築・反応制御

教授

    金光 義彦
准教授

    高谷　光
リグニン精密分解のためのメタル化ペプチド触媒の開発 准教授

    高谷　光

戦略的創造研究推進事業 先端的低炭素化技術開発（ALCA）

天然物由来色素誘導体を用いた増感型有機太陽電池の開発

ナノ構造体・結晶シリコン融合太陽電池のメカニズム解明

室温動作する酸化物固体電解質の実現を目指した
人工超格子作製

准教授

  若宮 淳志
准教授

  太野垣 健
助教

  菅　大介

その他

結晶励起による超小型Ｘ線発生装置の試作
株式会社 エックスライン

焦電性結晶による強電界殺菌の原理解明及び実用化に向けた
プロト品製作　 オウミ技研 株式会社

准教授

  伊藤 嘉昭
准教授

  伊藤 嘉昭

戦略的創造研究推進事業（さきがけ）
次世代半導体材料を目指した螺旋π共役分子の創製   助教

     畠山 琢次

産学共創基礎基盤研究プログラム
がん部位検出光音響金ナノ粒子プローブの開発   教授

    寺西 利治

研究成果展開事業 研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP)

有機触媒型リビングラジカル重合を基盤とした高性能
高機能色彩材料の開発
本格研究開発ステージ シーズ育成タイプ

准教授
後藤　淳

両親媒性ブロック共重合体の会合・周期構造形成を用いた
金属ナノ粒子の合成制御と分散制御
フィージビリティスタディ（FS)ステージ 探索タイプ

pHによって活性化される蛍光分子の開発と応用
フィージビリティスタディ（FS)ステージ 探索タイプ

助教

川添 嘉徳
助教

中村 泰之

大学発グリーンイノベーション創出事業
　　　　　　　　　　
グリーントライボ・イノベーション・ネットワーク
●「グリーン・ネットワーク・オブ・エクセレンス（GRENE）」事業
●東北大学 多元物質科学研究所との連携プロジェクト

教授

辻井 敬亘

基質認識型有機触媒による位置選択的
分子変換

教授　　　　　
　川端 猛夫

1件

1件

6,500
6,500

6,500

新学術
領域研究

平成23年度  科学研究費補助金 一覧

    研  究  費（後期採択分）

教授

  梶　弘典
教授

  渡辺　宏

①金属ナノ粒子の接着挙動解析　②高分子中のフィラー分散
状態による挙動解析　●バンドー化学株式会社
アニオン重合を用いた重水素化ポリマーの合成
●住友ゴム工業株式会社

共同研究 （平成23年6～12月契約分）

平成23年度化学研究所 
第1回・第2回イブニングセミナー
2011年10月12日・11月14日

化学研究所
共同研究棟 大セミナー室 化学研究所

各施設・装置・分析機器の見学
  本館耐震改修工事の影響により長らく開催が途絶えておりました化学研
究所イブニングセミナーをこの秋より再開いたしました。このセミナーシ
リーズは、主に化学研究所内の先生にお話をいただき、様々な分野の参
加者が自由な雰囲気で議論ができるインフォーマルな場を提供するもの
です。10月12日の再開第1回では分子環境解析化学研究領域の長谷川
健教授に「表面・界面の分光分析化学への取り組み」の演題で、11月19日
の第2回では精密無機合成化学研究領域の寺西利治教授に「ナノ粒子に
魅せられて」の演題でそれぞれお話しをお願いし、その後くつろいだ雰囲
気の中、参加者による活発な議論が行われました。
                            　　　　　　　　　　　（平成23年度 講演委員長：青山 卓史）

京都大学技術職員研修
（第3専門技術群：物質・材料系）
専門研修報告
2011年11月24日

  京都大学技術職員研修が平成23年11月24日に化学研究所で開催され
ました。28名の参加者（学外4名含）が、化研所属技術職員が担当する施
設（低温物質科学研究センター宇治地区寒剤供給部、実験排水処理施
設、生体分子情報研究室、先端ビームナノ科学センター、800MHzNMR
室、600MHzNMR室、質量分析室、元素分析室、超遠心機室）を順次見学
し、安全管理技術や分析技術ならびに施設、分析機器等の維持管理・運営
について説明を受けました。今後の職務に活かすべく活発な質問も行わ
れ、有意義な技術交流の機会となりました。　　　　
                             （物質創製化学研究系 有機元素化学 技術専門員：平野 敏子）
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